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当
館
収
蔵
の『
フ
ロ
ー
ラ
ン
ス
・
ア
ン
リ
・
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
』（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ヴ
ィ
ル
デ
刊
行
、
一

九
七
四
年
）
は
、
フ
ロ
ー
ラ
ン
ス
・
ア
ン
リ（
一
八

九
三
│
一
九
八
二
）監
修
の
元
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ネ
ガ
か
ら
制
作
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
十
二
点
で
構

成
さ
れ
、
ア
ン
リ
が
写
真
家
と
し
て
活
動
し
た

期
間（
一
九
二
七
│
一
九
四
〇
）の
中
で
も
一
九
二

八
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
の
間
に
制
作
さ
れ

た
作
品
が
選
ば
れ
て
い
る
。
一
連
の
作
品
は
鏡

と
そ
の
反
射
像
を
画
面
構
成
に
取
り
入
れ
て
お

り
、
と
く
に
二
〇
年
代
末
に
制
作
さ
れ
た
作
品

は「
映
画
と
写
真
」展（
一
九
二
九
年
）
な
ど
、
ノ

イ
エ
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
動
向
を
紹
介
す

る
展
覧
会
や
関
連
書
籍
、
雑
誌
を
通
し
て
注
目

を
集
め
、
高
い
評
価
を
得
た
彼
女
の
代
表
作
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
期

以
降
、
ア
ン
リ
は
写
真
に
よ
る
作
品
制
作
か
ら

遠
ざ
か
り
、
戦
後
そ
の
存
在
が
長
ら
く
忘
れ
去

ら
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
刊

行
は
、
彼
女
の
作
品
に
対
す
る
再
評
価
の
契
機

に
な
っ
た﹇
註
1
﹈。
そ
の
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

近
代
美
術
館
で「F
loren

ce H
en

ri: A
rtist 

P
h

otograp
h

er of th
e A

van
t G

ard
e

」（
一

九
九
〇
年
）、
ジ
ュ
・
ド
・
ポ
ー
ム
国
立
美
術
館
で

「F
loren

ce H
en

ri: M
irror of th

e A
van

t-

gard
e, 1

9
2

7 -4
0

」（
二
〇
一
五
年
）と
い
っ
た
回

顧
展
が
開
催
さ
れ
た
。
近
年
、
ア
ン
リ
や
同
時
代

に
活
躍
し
た
女
性
写
真
家
の
展
覧
会
が
相
次
い

で
開
催
さ
れ
、
彼
女
た
ち
の
功
績
を
、
そ
の
活
動

の
社
会
的
な
背
景
も
含
め
包
括
的
に
検
証
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る﹇
註
2
﹈。
本
稿
で
は
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
収
録
作
品
の
う
ち
、
二
〇
年
代
末
に

制
作
さ
れ
た
初
期
作
品
4
点
を
取
り
上
げ
、
鏡

を
用
い
た
写
真
表
現
の
成
り
立
ち
と
そ
の
特
徴

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

フ
ロ
ー
ラ
ン
ス
・
ア
ン
リ
が
三
十
歳
代
半
ば

を
過
ぎ
て
か
ら
写
真
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
を
把
握
す
る
た
め
に
、
彼
女
の
数
奇
な 

生
い
立
ち
を
大
ま
か
に
辿
っ
て
お
き
た
い
。
ア
ン

リ
は
、
石
油
会
社
を
経
営
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス

人
の
父
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
母
の
間
に
一
八
九

三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
、
二
歳
の
時
に

母
親
が
他
界
し
た
後
に
は
父
親
の
仕
事
の
都
合

の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
パ
リ
、
ウ
ィ
ー

ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市

を
転
々
と
し
な
が
ら
幼
少
期
を
過
ご
し
た
。
十

歳
前
後
か
ら
パ
リ
で
音
楽
を
学
び
始
め
、
十
五

歳
の
時
に
父
親
が
他
界
し
た
後
は
、
ピ
ア
ノ
の

演
奏
家
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
で
絵
画
に
も
関

心
を
持
ち
、一
九
一
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
芸
術
ア
カ

デ
ミ
ー
で
絵
画
の
勉
強
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

前
衛
芸
術
家
と
交
流
す
る
。
一
九
二
四
年
に
は 

ス
イ
ス
で
地
元
の
男
性
と
偽
装
結
婚
し
て
ス
イ

ス
の
市
民
権
を
得
た
後
に
、
パ
リ
に
移
住
し
た

﹇
註
3
﹈。
一
九
二
五
年
に
近
代
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

学
し
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
レ
ジ
ェ
や
ア
メ
デ
エ・
オ
ザ

ン
フ
ァ
ン
と
い
っ
た
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
ピ
ュ
リ
ス
ム
の

画
家
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
抽
象
的
、
構

成
的
な
要
素
や
色
彩
を
取
り
入
れ
た
絵
画
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
裕
福
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階

級
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
に
出
生
国
を
離
れ
て
国

際
的
な
環
境
で
育
ち
、
高
等
教
育
を
受
け
、
伝

統
的
な
女
性
、
家
族
の
価
値
観
に
縛
ら
れ
ず
に

制
作
活
動
に
邁
進
し
て
い
っ
た
ア
ン
リ
は
、
ワ

イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
に
流
行
し
た「
新
し
い

女
性
」、「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」の
先
駆
で
あ
っ
た﹇
註

4
﹈。
ま
た
、
ア
ン
リ
が
写
真
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
は
、
写
真
の
専

門
教
育
を
受
け
る
機
会
が
広
が
り
、
写
真
家
を

志
す
女
性
た
ち
が
急
増
し
た
時
期
に
も
重
な
っ

て
い
る﹇
註
5
﹈。

　

ア
ン
リ
は
、
一
九
二
七
年
に
三
か
月
間
デ
ッ

サ
ウ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
ラ
ー
ス
ロ
・
モ
ホ
リ
＝
ナ

ジ
と
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
ル
バ
ー
ス
が
指
導
す
る
基
礎

過
程
に
聴
講
生
と
し
て
在
籍
し
た
。『
絵
画
・
写

真
・
映
画
』（
一
九
二
五
年
）
を
著
し
、
光
の
造
型

と
し
て
の
写
真
、
映
画
の
可
能
性
を
説
い
た
モ

ホ
リ
＝
ナ
ジ
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
教
師
や
学
生
の
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
写
真
、
建
築
や
工
房
の
制
作
物
を
撮

影
し
て
い
た
彼
の
妻
ル
チ
ア
・
モ
ホ
リ
と
は
親
友

に
な
る
と
と
も
に
、
実
践
面（
と
く
に
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
写
真
の
撮
影
）に
お
い
て
よ
り
直
接
的
な
影
響

を
受
け
て
い
る﹇
註
6
﹈。
パ
リ
に
戻
っ
た
ア
ン
リ

は
、
一
九
二
七
年
末
か
ら
写
真
を
撮
り
始
め
、

そ
の
後
絵
画
制
作
を
一
時
的
に
や
め
て
写
真
に

専
念
し
て
い
っ
た
。
後
年
ア
ン
リ
は
、
こ
の
時
期

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て

い
る
。「
ア
ト
リ
エ
の
鏡
を
見
る
と
、
家
具
の
上

に
置
か
れ
た
カ
メ
ラ
が
映
り
込
ん
で
い
た
。
そ

れ
は
当
時
一
緒
に
住
ん
で
い
た
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・

シ
ャ
ー
ル
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
突
然
思
い
つ

い
た
の
だ
、
鏡
に
映
っ
て
い
る
自
分
の
姿
を
撮

ろ
う
と
」﹇
註
7
﹈。
こ
の
こ
と
を
契
機
に
、
ア
ン
リ

は
ア
ト
リ
エ
の
中
で
彼
女
自
身
や
、
友
人
た
ち

を
繰
り
返
し
鏡
越
し
に
撮
影
し
、〈
二
重
の
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
〉
や〈
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
・
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ン
〉と
題
し
た
作
品
を
制
作
す
る
。

　

人
物
に
直
接
カ
メ
ラ
を
向
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
ア
ト
リ
エ
の
中
に
あ
る
も
の
や
壁
や
扉
の

よ
う
な
空
間
的
な
要
素
も
含
め
て
反
射
像
と
し

て
画
面
の
中
に
取
り
入
れ
て
撮
影
し
、〈
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
・
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
〉
と
題
す
る
こ
と
で
、

ア
ン
リ
は
人
物
を
画
面
構
成
の
一
要
素
と
し
て

小
林
美
香

鏡
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
　

『
フ
ロ
ー
ラ
ン
ス
・
ア
ン
リ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
』収
録
の
初
期
作
品
に
つ
い
て

作
品
研
究
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扱
う
姿
勢
を
明
確
に
表
わ
し
て
い
る
。「
セ
ル

フ
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」﹇
図
1
﹈で
は
、
組
ん
だ
腕
を

台
の
上
に
置
い
て
鏡
を
見
つ
め
て
い
る
反
射
像

が
、
彼
女
の
左
側
に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
で
撮

影
さ
れ
て
い
る
。
鏡
面
近
く
に
置
か
れ
た
二
つ

の
ク
ロ
ー
ム
メ
ッ
キ
球
が
、
彼
女
と
鏡
の
間
の
距

離
を
強
め
て
表
し
、
濃
い
色
の
服
装
、
短
い
髪
、

顔
の
造
作
を
強
調
す
る
特
徴
的
な
化
粧﹇
註
8
﹈

が
、
鏡
に
映
る
彼
女
の
輪
郭
を
際
立
た
せ
て
い

る
。
鏡
そ
れ
自
体
の
形
、
写
し
だ
さ
れ
た
台
の

線
、
壁
の
巾
木
の
よ
う
な
空
間
の
要
素
が
画
面

を
分
割
し
、
球
体
と
そ
の
反
射
像
、
三
角
形
を

な
す
上
半
身
の
輪
郭
が
幾
何
学
的
な
要
素
と
し

て
相
互
に
関
わ
り
あ
い
、
緊
密
な
構
図
を
作
り

出
し
て
い
る
。

　

ア
ン
リ
は
、
鏡
で
被
写
体
の
像
を
増
幅
さ
せ

画
面
を
構
成
す
る
実
験
的
な
手
法
を
さ
ら
に
推

し
進
め
、
静
物
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
捉
え
た

作
品
に
お
い
て
、
構
成
主
義
的
な
絵
画
を
連
想

さ
せ
る
表
現
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
彼
女

は
鏡
と
視
点
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
私
が
鏡
を
用
い
る

の
は
、
同
じ
被
写
体
を
異
な
る
角

度
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、

写
真
の
中
に
複
数
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
同
じ
テ
ー
マ
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
与
え
ら
れ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
が
相
互
に

補
完
・
作
用
す
る
こ
と
で
主
題
を

よ
り
深
く
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
」﹇
註
9
﹈。

「
構
成（
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）」
と
題
さ
れ
た
一
連

の
作
品
は
、
二
枚
の
鏡
を
壁
面
と
直
角
に
組
み

合
わ
せ
る
よ
う
に
設
置
し
、
水
平
の
鏡
面
上
に

も
の
を
置
く
こ
と
で
、
反
射
像
と
、
反
射
像
の
反

射
像
を
作
り
出
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
構
成
Ⅲ
」﹇
図
2
﹈
で
は
、
鉄
格
子
が
鏡
の
継
ぎ

目
か
ら
球
体（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
球
）の
上
に
架
け
渡

さ
れ
、
球
体
と
そ
の
像
は
、
反
射
に
よ
り
X
字

状
に
交
差
し
た
鉄
格
子
の
縦
の
枠
と
増
幅
さ
れ

た
格
子
の
間
に
挟
ま
れ
、
ま
た
に
遮
ら
れ
る
よ

う
な
状
態
で
鏡
面
に
写
り
こ
み
、
さ
ら
に
球
体

の
表
面
に
は
ア
ト
リ
エ
の
窓
枠
が
写
り
込
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う
に
反
射
に
よ
っ
て
被
写
体
と

空
間
の
関
係
が
操
作
さ
れ
、
鏡
の
継
ぎ
目
や
輪

郭
線
、
鉄
格
子
が
画
面
を
分
割
し
て
い
る﹇
註

10
﹈。

　

ラ
ー
ス
ロ
・
モ
ホ
リ
＝
ナ
ジ
は
、
ア
ン
リ
の
一

連
の「
構
成
」作
品
に
い
ち
早
く
注
目
し
、
オ
ラ

ン
ダ
の
前
衛
芸
術
雑
誌『i1

0

』（
一
七
／
一
八
号
、

一
九
二
八
年
十
二
月
刊
行
）で「
光
の
効
果
に
関
わ

る
実
験
は
、
抽
象
的
な
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
の
み
な
ら

ず
、
具
象
的
な
写
真
に
よ
っ
て
も
実
践
さ
れ
て

い
る
。
│
（
ア
ン
リ
の
作
品
は
）絵
画
に
関
す
る

課
題
全
体
に
対
し
て
、
写
真
と
い
う
新
し
い
視

覚
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
」と
高
く

評
価
し
た﹇
註
11
﹈。
翌
一
九
二
九
年
に
は
、「
映

画
と
写
真
」展
な
ど
を
通
し
て
ア
ン
リ
の
作
品
が

広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
ア
ン
リ

は
画
家
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ス
ー
フ
ォ
ー
ル
や
ト
レ

ス
・
ガ
ル
シ
ア
ら
と
共
に
芸
術
家
グ
ル
ー
プ「
円

と
正
方
形（C

ercle et C
arré

）」を
創
設
し
、
構

成
主
義
的
な
抽
象
表
現
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
深

め
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
末
に
は
世
界
恐
慌
を

契
機
と
す
る
経
済
状
況
の
悪
化
の
た
め
に
、
作

品
制
作
だ
け
で
は
な
く
、
依
頼
を
受
け
て
広
告

写
真
や
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
を
撮
影
し
た
り
、自

ら
の
ア
ト
リ
エ
で
講
座
を
開
設
し
て
写
真
家
の

育
成
に
も
取
り
組
ん
だ
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
手
が
け
た
広
告
写
真
の
代
表
作

「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
ン
ヴ
ァ
ン
」﹇
図
3
﹈
で
は
、「
構
成

Ⅲ
」﹇
図
2
﹈で
試
み
ら
れ
た
鏡
像
の
効
果
を
取
り

入
れ
て
、
球
体
の
香
水
瓶
を
二
枚
の
鏡
の
蝶
つ

が
い
状
に
向
き
合
わ
せ
た
間
に
挟
み
、
瓶
の
形

が
鏡
の
奥
へ
と
数
珠
つ
な
ぎ
に
連
な
る
よ
う
に

映
し
込
ま
せ
て
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
瓶
の
形
は
、

鏡
の
枠
に
切
り
取
ら
れ
、
鏡
像
の
反
復
に
よ
り

輪
郭
が
重
な
り
あ
い
、
瓶
の
置
か
れ
た
面
と
壁

面
、
鏡
の
輪
郭
線
が
相
互
に
関
わ
り
合
い
、
円

と
直
線
に
よ
る
抽
象
的
な
構
図
が
作
り
出
さ
れ

て
い
る
。「
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」﹇
図
1
﹈、「
構

成
Ⅲ
」﹇
図
2
﹈、「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
ン
ヴ
ァ
ン
」﹇
図

3
﹈
に
お
い
て
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
球
体

モ
チ
ー
フ
は
、
い
ず
れ
も
工
業
製
品
で
あ
り
、
鏡

面
と
同
様
に
光
を
反
射
す
る
も
の
と
し
て
画
面

の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
ン
リ
は

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
や
広
告
写
真
を
数
々
手
が

け
る
中
で
、
果
物
や
植
物
の
よ
う
な
自
然
の
も

の
、
複
雑
な
フ
ォ
ル
ム
を
具
え
た
も
の
も
画
面
の

構
成
要
素
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
。
林
檎
と

図 1  『フローランス・アンリ・ポートフォリオ』 
より  セルフ・ポートレート  1928年
Florence Henri ©Mart in i  e  Ronchett i ,  

Genoa, Italy（図1─4すべて）

図2  『フローランス・アンリ・ポートフォリオ』より  構成Ⅲ  1928年

図3  『フローランス・アンリ・ポートフォリオ』より
ジャンヌ・ランヴァン  1929年
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皿
の
上
の
洋
梨
、
レ
モ
ン
を
複
数
の
鏡
と
組
み

合
わ
せ
て
撮
影
し
た「
果
物
」﹇
図
4
﹈
に
お
い
て

は
、
鏡
と
果
物
の
配
置
関
係
、
鏡
に
よ
る
反
射

と
奥
行
き
の
効
果
、
果
物
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス

チ
ャ
ー
や
影
、
明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
画
面
の

中
で
よ
り
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
以
降
、
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ラ
ー
ジ
ュ
作
品
の
制
作
に
も
着
手
す
る
こ
と
を

鑑
み
る
と
、「
果
物
」﹇
図
4
﹈
は
ア
ン
リ
の
写
真

表
現
が
、
彼
女
が
写
真
に
取
り
組
む
以
前
か
ら

絵
画
を
通
し
て
培
っ
て
き
た
着
想
や
造
型
感
覚

と
さ
ら
に
結
び
つ
き
を
深
め
る
過
程
に
あ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ン
リ
の
初
期
作
品

の
中
に
は
、
同
時
代
の
写
真
や
絵
画
か
ら
受
け

た
影
響
を
、
混
淆
さ
せ
て
生
み
出
し
た
表
現
方

法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
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